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ストの有無を、調整変数に年齢、性別、Body Mass Index (BMI)、K/L分類、内反の有無
を投入した重回帰分析（強制投入）を行った。統計学的有意水準は5%とした。 
【結果】 
 測定データに欠損のない 284 名を解析対象とした。対象者のうち、46 名（16.2%）に
外側スラストを認めた。2群間の単変量比較の結果、外側スラストあり群で“痛みやこわ
ばり”と“日常生活の状態”は有意に悪化していた（P <0.001, P =0.002）。多変量解析の
結果、外側スラストは、年齢、性別、BMI、K/L分類、内反の有無で調整してもなお、独
立して“痛みやこわばり”に関連していた（標準化β =0.17, 非標準化β =2.86, 95%信
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